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 ２学期を迎えるにあたって 

長い夏休みがまもなく終わります。皆さんにと

って、どのような夏休みだったでしょうか。 

今年の夏は、例年に増して大変暑かったです

ね。気温も湿度も高く、３９度超えが普通に聞か

れるようになりました。呼吸するために吸ってい

る空気が熱く感じられた夏でした。国連のアント

ニオ・グテーレス事務総長は、「地球は沸騰化の時

代」に入ったと述べました。専門家の中には、今

年 7月が過去 12万年で最も暑い月になるかもし

れないと指摘する人もいるそうです。 

台風も襲来しました。九州地方に襲来した台風

６号は、当初沖縄の西へ進んでいましたが、急遽

方向を変えて、東へ。そして北へ進み、長崎県五

島列島付近を通過しました。学校のいろいろな物

を収納しましたが、そのお手伝いをしてくれた生

徒も多くいました。ありがとうございました。 

この台風６号は、中総体九州大会を直撃し、競

技によっては中止を余儀なくされたり、開催地に

移動はしたものの競技が予定どおりできなかった

りした競技もあったと聞きます。 

生徒の皆さんは、この夏休みをどのように過ご

したでしょうか？「頑張った」と実感をすること

ができた人、「頑張れなかった・・・」と少し後悔

している人など様々だと思います。 

どのような過ごし方をしたとしても、長い休み

明けは、どれにとっても、大変、憂鬱（ゆうつ）

なものです。「あーあーまた始まるな」と重苦しい

気持ちになるのは、大人も子どもいっしょです。 

 １学期の終業式で私は、夏休みに関して、次の

３つを話しました。 

２学期を迎えるにあたって大切なこと。 
それは、プラス思考＆あなたの笑顔→周りを幸せにする 

１つめは、「新学期に、明るく、元気な笑顔を見せ

る。」こと。 

２つめは、先ほど触れた、振り返って自分を変える

＝ｃｈａｎｇｅ→新しい自分を発見する＝ｃｈａｎ

ｃｅという努力を続けること。 

３つめは、「してはいけないことは、したくてもして

はいけない。しなければならないことは、したくなく

てもしなければならない。」でした。 

この中で、どれが一番大切かというと、最初の「新

学期に、明るく、元気な笑顔を見せる」です。２学期

が始まることで、重苦しい気持ちになったり、嫌だな

と思うのは当然です。課題が・・・とか、終わったテ

ストが返却されるとか・・・・・授業がとか・・・・

いろいろ考えることでしょう。しかし、始まってしま

うのですから、気持ちの切り替えをする方が得策で

す。「いろいろ言っても仕方ない。頑張るしかない」と

前向きに考えることの方がベターです。夏休みに達成

できなかったということがあれば、それに挑戦する２

学期であれば、夏休みの反省は次に生かされるわけで

す。 

１学期の終業式に話をした「Ｃｈａｎｇｅ（変わ

る）」ことは新しい自分を見つける「Ｃｈａｎｃｅ」と

いうのは、学期末だけに限ることではなく、いつでも

いえることです。すべてをプラスに向けるには、まず

思考をプラスにしましょう。（プラス思考大切です。） 

頑張れる自分、反省する自分、反省できない自分、

反省を生かす自分、いろいろありますが、どれも、そ

れは、あなたです。そのあなたが、あなたらしく前進・

成長していくところがあなたの人生です。プラス思考

で自分を変えていき、自分らしい笑顔を増やしていき

ましょう。そうすることで、周囲もまた幸せを感じて

いきます。２学期の、たくさんの、あなたらしい笑顔

で、自分自身を、そして、多くの人を幸せにしてほし

いと思っています。 



 
不安や悩みの解決を図り、より良い２学期のスタートをするために、文部科学大臣からメッセージが届いて

います。先日。安心安全メールにて配信したところですが、本通信でも紹介をいたします。 


